
イスラエルのネタニヤフ首相は、3月１８日に停戦を破棄して

ガザに対する攻撃再開を命じました。大規模な空爆や砲撃で、

初めの1日で４０４名の市民を殺し、今までに死者は２千人近く

になっています。人々は逃げまどい、SNS上では殺された赤ん

坊、子どもの写真やがあふれています。ネタニヤフは、停戦で

一息ついていた人々を再び地獄に突き落としました。絶対に許

せません。直ちに市民を虐殺する攻撃をやめさせなければなり

ません。

ネタニヤフは露骨に「ハマスが戦争終結を望んだから交渉

を決裂させた」と言っています。めちゃくちゃです。戦争をやめ

たくないから、停戦しない、人質も死んでもいいと考えているの

です。こんな指導者がいるでしょうか。彼は「完全勝利まで戦

い抜く」と宣言しました。右図にあるようにイスラエル軍はガザ

地区の7割の場所から市民を追い出し、そこを軍が永久に支

配する、将来イスラエルに併合し入植者を送り込むつもりなのです。市民を追い出すか、殺すか、軍事支配に置く

か、彼らはパレスチナ人の民族としての存在を認めるつもりがないのです。もちろん共存するつもりもありません。

国際法違反の占領と軍事支配を77年も続けて、いまなお市民を殺し続けているイスラエル糾弾の声をあげましょ

う。この大虐殺に黙っていることは、戦争犯罪を容認し、加担したことになります。

さらに、ネタニヤフはイラン核施設の攻撃さえやろうとしています。4月8日、トランプとの会談でネタニヤフは「イ

ランを攻撃させろ」と迫りました。トランプが当面はディールでいくと考えたから、攻撃を控えざるを得なかっただけ

です。しかしネタニヤフを放置すれば中東全域を巻き込む戦争を起こすことは間違いありません。

日本政府が虐殺国家イスラエルを支持しているのは恥ずべきことです。米国とイスラエルに戦争＝大虐殺をやめ

ろと日本政府に要求させましょう。食料遮断の饑餓攻撃に反対し、人道支援実施でイスラエルに圧力をかけさせまし

ょう。市民を虐殺するイスラエル支持をやめ、パレスチナ国家を承認するよう要求しましょう。イスラエル軍や軍事産

業との協力や軍事ドローンの輸入をやめるよう声をあげましょう。パレスチナの人々が民族解放を勝ち取るまで連帯

運動を続けましょう。一人一人の市民が声を上げることが大切です。SNSで声を上げることは誰でもできます。日

本の外務省や在日イスラエル大使館にメールやFAXをおくって私たちの怒りを伝えましょう。国際的な市民の抗

議と糾弾の声で包囲して虐殺をやめさせなければなりません。
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在日イスラエル大使館 infomation@tokyo.mfa.gov.il / consular@tokyo.mfa.gov.il

在日米国大使館 在日米国大使館のFaceBook U.S. Embassy Tokyo から

メッセージをおくる

首相官邸 首相官邸ホームページより「ご意見・ご感想」コーナーから送る

外務省 外務省ホームページから「御意見・御感想」コーナーから送る


